
医療機関向け「経営セミナー」開催

医療制度改革や競争の激化などで、現在、医療機関には経営体質の強化が求められています。ふくおかフィ

ナンシャルグループでは、総合メディカル株式会社 コンサルティング事業部調査役 河東茂明氏 を講師

にお迎えし、「これからの病院・診療所の経営戦略」と題して、経営改善のポイントや今後の医療機関の方

向性についてご講演いただきました。１０月２１日（病院向け）、１１月８日（診療所向け）に開催されたセミナー内

容の一部をご紹介します。

経営改善のポイント

河東氏は、病院の事務長を経て、

現在総合メディカル株式会社にお

いて、多くの医療機関に対する医

療経営コンサルティングに携わっ

ています。その経験から「近年の

診療報酬のマイナス改定により収

入が減少する中で、医療機関は収

益の確保や患者サービス向上のた

めの業務の見直しが経営体質の強

化や経営改善に繋がる」と力説さ

れました。

コスト面から受付や診療報酬の

請求業務を行う医療事務、給食業

務等を外部委託している医療機関

があります。このような場合、委

託（費）料の見直しを定期的に行う

ことと、委託業務の内容や精度を

改善することが重要となります。

具体的な事例として「診療報酬

事務は、適切に保険請求が行われ

ているかを確認し、算定漏れの防

止や査定率＊１を引き下げていくこ

とで、収入のロスが抑制できる」

と改善ポイントを解説されました。

現在、経営課題の一つとなって

いるのが医療費の未収金問題です。

四病院団体協議会＊２の調査による

と、一病院当たりの未収金平均額

は約４，７９０万円に上っています。

未収金は、病院経営の資金繰りに

影響するだけではなく、回収業務

の負担増加となり軽視できない問

題となっています。

河東氏は、「受付時から未収金

を発生させないような仕組みづく

りが必要。まず、未収金対策とし

ては、自院のマニュアルを構築す

ることが効果的である」とアドバ

イスします。

医療機関の方向性
「魅力ある医療機関」

続いて、経営コンサルタントの

立場から、「自院の経営方針を策

定するにはＳＷＯＴ分析が有効で、

自院の強み（ブランド）を患者及び

地域にアピールすることが重要」

と指摘されました。

近年、患者の医療機関への要求

が高まっており、患者目線での接

遇やわかりやすい説明が求められ

るようになりました。厚生労働省

の２００８年「受療行動調査」によ

ると外来患者が医療機関を選ぶ際

に必要とする情報の第１位は「医

師などの専門性や経歴」、第２位が

「受けることができる検査や治療

方法の詳細」という結果になりま

した。自院の特徴や診療内容等情

報を分かりやすく患者に提供する

ことが来院のポイントと言えます。

これからの医療機関の経営では

医療の質の向上とともに、患者に

適切な情報を提供し「魅力ある医

療機関」を目指していく必要があ

ります。

最後に河東氏は、「地域密着型

医療機関は、地域住民、自治会な

どとのコミュニケーションを図り、

地域に選ばれる医療を提供するこ

とが大切」と締めくくられました。

２０１０年度診療報酬については、

１０年ぶりのプラス改定の方向で

議論されていますが、医療機関に

は医療制度改革や診療報酬改定に

沿った経営戦略とともに地域に密

着した医療サービスや患者サービ

スが求められています。

（稲葉 修一）

ＦＦＧニュース

Keyword
※１ 診療報酬の請求事務で、診察内容が適切でないとされ、診療報酬が減点される率。（ゼロに近いほどロスが少ないことを示す）
※２ 四病院団体協議会とは、社団法人日本医療法人協会、社団法人日本精神科病院協会、社団法人日本病院会、社団法人全日本病院協

会で構成される民間病院を中心とした病院団体の集まり。

セミナー風景
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「大連‐地方銀行合同ビジネス商談会」開催

ふくおかフィナンシャルグループの福岡銀行、熊本ファミリー銀行、親和銀行は今年１１月、中国大連市に

おいて「大連市投資環境視察」および「大連‐地方銀行合同商談会」を地銀８行と合同開催しましたので、

その概要をお知らせします。

１．大連市投資環境視察ツアー

この視察ツアーは、大連でのビ

ジネスに関心のある日本企業を対

象として、１１月２２日�に開催さ
れました。

視察には各銀行のお取引先など

総勢１７２名が参加し、３コースに

分かれて大連の産業集積地区等を

訪問しました。私たちのコースは、

大連市高新園区（ハイテクパーク）

と旅順経済開発区を視察し、大連

の経済情勢や投資環境、工場運営

などについての説明を受けました。

大連ハイテクパークは、１９９１

年３月に中国国内第一陣で設立さ

れた国家級（中国国務院による批

准）のハイテク産業拠点の一つで

す。一定の基準を満たした企業は、

内外企業の法人税率が統一された

現在でも、税制の優遇などを受け

られます。

ＳＯＮＹ、ＩＢＭなど世界の有

名企業が多数進出している大連ハ

イテクパークでは、新日本製鐵が

技術支援を行っている現地企業の

工場を訪問しました。

工場内には最新鋭の機械類やパ

ソコンが設置されるなど設備の充

実もさることながら、従業員の意

欲的な仕事ぶりに大変な活気を感

じました。また、その活気が、中

国国内でもＧＤＰ伸び率が極めて

高い大連を象徴しているという印

象を受けました。

大連や旅順は、ＢＰＯ（ビジネ

ス・プロセス・アウトソーシン

グ）業務の大集積地として有名で

す。米国のＧＥや、中国のＢＰＯ

大手企業が進出し、高い技術力や

語学力、安い労働力を武器に世界

の有名企業からデータ入力やコー

ＦＦＧニュース

大連に進出している企業のロゴマーク

投資環境についての説明（旅順経済開発区）

大連市のＧＤＰの推移

（資料）中国統計年鑑、大連統計年鑑
（出所）日本貿易振興機構（ジェトロ）大連事務所 視察工場での説明
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ルセンターなど、企業のバックオ

フィス業務を請け負っています。

日本の企業にとって脅威といえ

ますが、事業の効率化・分業化を

検討する際には大連が有力な候補

地となるかもしれません。

２．大連‐地方銀行合同ビジネ

ス商談会

視察ツアーの翌日（１１月２３日）に

開催した商談会には、中国での販

路開拓や資材調達などのパート

ナーを求める日本企業８４社が参

加し、日中の企業１５８社と延べ約

８５０件の商談を行いました。

この商談会は、大連市政府と各

銀行の駐在員事務所が協力して中

国企業（日本の現地法人含む）を招

聘し、事前に商談相手をアレンジ

したため、具体的かつ効率的な個

別商談が行われました。

どの業種も活発に商談が行われ

ましたが、とくに水質浄化製品や

空調設備など、環境・省エネ関連

の引き合いが多かったようです。

また、商談後に中国の船舶機器

メーカーを訪問するなど意欲的に

商談する企業もありました。

アンケートより

参加企業にアンケートを実施し

たところ、１社あたり平均７．３社

の企業と商談を行い、約９割の企

業が「何らかの成果があった」、

また７割の企業が「次回も参加し

たい」と回答しています。

また、予定していなかった中国

企業が来場したため、「商談時間

が足りなかった」という声もあり

ましたが、「大連がこんなに身近

に感じるとは思っていなかった」

や「今回の商談会を機に、大連地

区での顧客開拓や販売拠点開設等

を検討したい」、「中国企業と相互

に訪問する約束ができ、今後に期

待が持てる」といった感想が聞か

れました。

日本からの参加企業同士の商談

も行い、幅広い地域の地方銀行に

よる合同開催ならではの交流が実

現しました。

ふくおかフィナンシャルグループ

の中国ビジネス支援

ふくおかフィナンシャルグルー

プでは、お取引先企業の中国ビジ

ネス支援のため、大連、上海、香

港に駐在員事務所を設置していま

す。また、小報２００９年４月号、７

月号でご紹介している「大連チャ

レンジショップ」（日本製品のテ

ストマーケティング拠点）の出展

企業を継続的に募集しています。

今後も、海外向けの販路拡大や

資材調達などを目的としました各

種商談会を企画してまいりますの

で、是非ともご活用ください。

（大野 哲）

名 称
大連－地方銀行
合同ビジネス商談会

内 容 個別商談会

日 時 平成２１年１１月２３日�
場 所 大連フラマホテル

業 種
環境、省エネ、食品、
雑貨、ＩＴなど

特 徴

参加企業の商談希望に基づいて
事前に商談相手を選定し、タイ
ムスケジュールに沿って個別商
談を実施

主 催

大連市人民政府
ふくおかフィナンシャルグルー
プ（福岡銀行・熊本ファミリー銀
行・親和銀行）、伊予銀行、大
垣共立銀行、京都銀行、山陰合
同銀行、八十二銀行、広島銀行、
ほくほくフィナンシャルグルー
プ（北陸銀行・北海道銀行）

商談風景�

商談会開会式

■開催概要

商談風景�
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半導体関連イベント「第９回半導体実装国際ワークショップ」開催

ふくおかフィナンシャルグループでは、九州の基幹産業である半導体産業の振興に向けて、地場半導体関

連企業の業界動向に関する情報収集・ビジネス交流を支援するため、今年１１月に財団法人九州経済調査協会

などとの共催で「第９回半導体実装国際ワークショップ（以下：ＭＡＰ２００９）」を開催いたしました。国内外

から２８社・団体が出展、半導体業界の関係者２６６名が来場し、活発な情報交換や個別商談会などが行われま

したので、本稿では、九州の半導体産業の概要や現状について簡単にご紹介した上で、ＭＡＰ２００９の内容を

ご紹介します。

九州の半導体産業の概要と現状

九州にはこれまで約４０年かけ
て７００社以上の半導体関連企業が
集積し、「シリコンアイランド」
と呼ばれるほどの、世界でも有数
の半導体生産拠点になっています。
以前に比べるとそのシェアは低下
しましたが、九州は現在でも世界
の約５％、日本の約３０％の半導
体デバイスを生産しています。
九州の半導体産業の大きな特徴

として、大手企業の生産を支える、
高い技術を有した地場企業が多数
存在していることが挙げられます。
そうした地場半導体関連企業の中
には大手企業の下請けとして技術
力を高め、自社ブランドの製品を
開発、製造、販売する企業へと脱
皮するところも数多く存在してお
り、半導体産業は九州において厚
みのある産業を形成しています。

半導体市場は２００８年秋からの
世界的な景気悪化局面において、
急激に市況が悪化しました。九州
もその影響を受けて、大手半導体
メーカーの工場稼働率が大きく低
下し、地場企業の受注も大きく落
ち込む等、厳しい状況に陥ってい
ます。
半導体市場は現在も厳しい状況
が続いてはいますが、世界各国の

積極的な景気対策の効果もあって、
パソコン（ネットブック等低価格
パソコンの販売拡大やウインドウ
ズ７効果も寄与）、デジタル家電
製品や自動車等の半導体を使用す
る製品の販売が拡大したため、市
況は２００９年当初の予測よりも早
期に回復しつつあります。実際、
九州の半導体関連産業の生産指数
は２００９年２月の前年比▲６７．５％を
底に、同年１０月には前年比▲８．２％
にまで回復しています。そして、
その半導体市場の回復を牽引して
いるのは新興国、特に中国を始め
としたアジア地域です。
アジア地域は現在でも世界最大
の半導体市場・生産地域ですが、
今後はその重要性が更に高まって
いくことが予測されています。九
州の半導体関連企業にとっても、
今後の事業展開を考えていく中で

ＦＦＧニュース

■ＩＣ生産額の推移と九州のシェア

（出所）九州経済産業局

■九州の半導体関連産業の生産・在庫指数
（前年同月比）の推移

■地域別半導体市場の推移と今後の見通し

（出所）ＷＳＴＳ（世界半導体市場統計）発表資料を基にふくおかフィナンシャルグ
ループ作成

（出所）九州経済産業局
半導体関連産業＝半導体デバイス製造＋半導体製造装置製造＋半導体部品
関連製造などの合計
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「アジア」というキーワードは欠
かすことができないものとなって
います。

ＭＡＰ２００９開催概要

ＭＡＰは、「アジア地域を始め
とした海外と九州の半導体関連企
業とのビジネスネットワーク構
築」と「業界の最新動向発信」を
目的に、２００１年から毎年開催さ
れているイベントです。第９回目
となる今年は、１１月１１日�～１３日
�に福岡市で開催され、海外から
の参加者１９名も含めて、業界関
係者２６６名が参加し、セミナーや
個別商談会、ポスター・製品サン
プルの展示、交流会、そして半導
体関連工場の視察などが行われま
した。
セミナーでは半導体業界の最新
技術やビジネスの動向について、
第一線で活躍している経営者・技
術者によるプレゼンテーションが、
「アジア」というコンセプトに基
づき、全て英語で行われました。
また、個別商談会では参加企業の
ニーズに基づき、大手、地場、海
外を問わず、幅広い企業同士の商
談が行われ、全体の約２割が成約
見込みとなっています。そして、
工場見学では世界でもトップクラ

スの半導体製造装置メーカーであ
る東京エレクロン九州本社・合志
工場や、最近注目を集めている製
品（パワー半導体）を手がけている
三菱電機パワーデバイス製作所熊
本工場に訪問し、活発な情報交換
が行われました。
また、ＭＡＰには例年海外の業
界関係者が数多く参加しています
が、今回は今後半導体産業の発展
が予測されているインドから９社
参加し（うち８社は共同出展）、日
本におけるビジネスパートナーの
発見などを目的に、地場半導体関
連企業との個別商談会などに参加
しました。
半導体市場が厳しい状況にある
ことなどから、参加者数や出展者
数は前年より若干減少しましたが、
会場では参加者による活発な情報
交換・商談などが行われました。
ふくおかフィナンシャルグループ
も昨年に引き続き主催者として参

画し、お取引先企業の商談のアレ
ンジなどを行いました。

参加企業の評価

ＭＡＰ２００９の出展企業からは、
参加者数の少なさを残念がる声も
聞かれましたが、「業界・企業の
キーマンと接触することができ、
貴重な情報を入手することができ
た」「直接商談に繋がらなくても、
個別商談会での情報交換を通して、
普段気付けないことを気付くこと
ができた」「大規模なイベントに
比べてより密度の高い商談を行う
ことができた」など、前向きな感
想が聞かれ、８割以上の企業から
「次回も出展したい」という意向
が聞かれました。
また、来場者からも、「半導体
技術の最新動向を知ることができ
て有意義だった」「次回は太陽電
池、ＬＥＤ等の動向について知り
たい」などの声が聞かれました。

ふくおかフィナンシャルグループ

の取組み

ふくおかフィナンシャルグルー
プでは九州の基幹産業である半導
体産業の振興のため、今回ご紹介
したＭＡＰのような商談会開催等
による地場半導体関連企業の皆様
の取引拡大サポートに取組んでき
たほか、財団法人九州経済調査協
会との共同研究活動をとおして地
場半導体関連企業の皆様が事業展
開を考える上でのご参考となるよ
うな情報の発信等にも取組んでま
いりました。
今後とも、地場金融機関として
のネットワークなどを活用し、九
州の半導体産業振興に向けた活動
に取組んでまいります。

（花谷 禎昭）

開 催 日 時 平成２１年１１月１１日�～１３日�（１３日は半導体関連工場の視察のみ）

会 場 ＪＡＬリゾート シーホークホテル福岡

主 催

ＭＡＰ２００９実行委員会、アジア半導体機構（ＡＳＴＳＡ)、日本貿易振興機構（ジェトロ）、
電子情報技術産業協会、九州半導体イノベーション協議会、福岡県、福岡市、北九
州市、福岡県産業・科学技術振興財団、東アジア経済交流推進機構、九州経済国際
化推進機構、九州経済調査協会、ふくおかフィナンシャルグループ

内 容

①セ ミ ナ ー：国内外を問わず最新の技術・ビジネス動向に関するプレゼンテー
ション

②個別商談会：事前アンケートに基づいた個別商談
③ポスター展示：会場内にポスターや製品サンプルの展示
④交 流 会：参加企業同士の交流会
⑤工 場 視 察：九州内の半導体関連企業の視察

実 績

参 加 者 数：２６６名（うち海外：インド・アメリカ・韓国・台湾などから１９名）
ポスター展示数：２８社・団体（うち海外：インドから２社・団体）
セ ミ ナ ー：３１本（うち海外関係者によるもの１５本）
商 談 件 数：２０５件／成約見込３９件

ポスター展示会場の風景

■ＭＡＰ２００９開催概要

21FFG調査月報 2010年1月


